
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度のスタートに合わせるかのように、玄関前の桜が満開となり、子ども達を出迎え

てくれました。 

4 月８日、令和６年度入学式が行われ、７３名 

の１年生が元気に入学しました。どの子も姿勢を 

正して、あいさつに対して大きな声で返事ができ 

ました。とても立派な態度でした。 

新学期に入って１週間、毎朝の集団登校で元気 

なあいさつの声が響き渡っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号 令和６年４月１９日（金） 

「あいさつを 
しっかりする子」 

名前を呼ばれたら「はい」と返事を

しましょう。朝は「おはようございま

す」と挨拶しましょう。「ありがと

う」や「ごめんなさい」もしっかり言

える子になりましょう。挨拶がしっか

りできる子は、お友達もたくさんでき

ますよ。 

「なかよく 
する子」 

今日入学したお友達はどの子もみ

んな大事なお友達です。お友達と

「やさしい言葉」でお話しして、困

っていたり、一人きりでいたりする

子がいたら、「どうしたの？」とか

「一緒に遊ぼう」とか、声をかけて

あげましょう。 

「すすんで 
がんばる子」 

小学校では、楽しい活動もたくさ

んありますが、身につけなくてはな

らないこともたくさんあります。一

年生になったのですから、楽しいこ

とだけではなく、いやだな、大変そ

うだな、難しそうだな、と思うこと

も、進んで取り組みましょう。 



始業式にて 
 

 

 

 

昨日１年生が入学し、学年が１つ上がり、今日から本格的に学校生活での新し
い１年が始まります。今日は、その新しい１年の１学期の最初の日になります。
新しい気持ちで１学期のスタートを切ってほしいです。 
さて、１年の始まりなので、この１年間で皆さんに頑張ってほしいことを話し

ます。 
 
まず、皆さんは、何のために学校に来ていると思いますか。 
勉強するため、遊ぶため、なんとなく・・・いろいろ考えられますね。 
では、皆さんは将来、どんな人になりたいですか。地域を守る人になりたい。

とか困っている人を助けられる人になりたい。とか、中には有名な人になりたい、
お金持ちになりたいなんて人もいるかもしれません。どんな人というと難しいか
もしれませんね。 
では、どんな仕事をしたいですか。サッカー選手、野球選手になりたい。ケー

キ屋さんになりたい。お医者さんになりたい。最近はやりのユーチューバーにな
りたいとか、まだ決まっていないとか、いろいろあると思います。 
実は学校は、将来、「皆さんがなりたいと思っている人になれるような力をも

った自分」をつくるところです。「自分という人間をつくる」ために、学校はあり
ます。 
では、その自分は、誰がつくるのでしょう。先生方ではありません。皆さん一

人一人です。 
自分を、自分で、自分から、つくるのです。 
将来、こんな人になりたい、こんな仕事をしたいという目標がかなうかどうか

は、あなた方自分次第です。 
国語や算数などの授業も、運動会などの学校行事も、友達と遊ぶ休み時間も、

全て、皆さんが自分をつくっていくために必要な時間です。 
自分で計画を立てて取り組む、自分から進んで取り組むことで、自分という人

間がつくられていきます。前向きな心で取り組むことが、自分をより良くしてい
きます。 
そして、先生方は、皆さんが、自分から伸びようとする姿勢を、全力で手助け

をします。 
よりよい自分を作るための第一歩は、元気な挨拶です。 
校長先生は、３月までいた鳴鹿小学校で１年間に２万回の挨拶をしてきまし

た。鳴鹿小学校は児童と先生方を合わせて１００人です。毎朝１００人に挨拶を
すると、１年間に２００日学校に来るので、１００×２００で２万となります。
磯部小学校はその約５倍の人がいるので、１年間に１０万回も挨拶できます。と
ても楽しみです。 
皆さんも、毎朝、校長先生に大きな声で挨拶してください。 
気持ちのよい挨拶で、よりよい自分をつくっていきましょう。（抜粋） 


